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1. はじめに 

近年、ブログなどの CGM の普及に伴い、個人が

製品などの様々な対象(以下、評価対象と呼ぶ)に関

する意見を述べる機会が増加してきている。このよ

うな評価対象に関する意見を抽出・集計して総合的

な意見をユーザに提示することができれば、製品な

どの購入判断、世論調査などのため有益である。そ

のため、ブログ記事から意見を検索することのでき

るシステムが盛んに開発されている[3][4][5]。 
製品購入のような、複数の評価対象から１つの評

価対象を選択する際の状況としては、主に以下の２

つの場合が存在する。 
(1) 選択すべき評価対象が決まっていない場合 
(2) 選択すべき評価対象がほぼ決まっている場合 
上記の違いによって、ユーザに提示すべき情報は異

なる。(1)の場合は、複数の評価対象に関する総合的

な意見を比較して、違いや優劣がわかる形で情報を

提示することが必要である。(2)の場合は、単に評価

対象の総合的な意見を提示するだけでなく、個々の

意見についての詳細を提示する必要がある。 
本稿では、ブログ記事から意見を抽出・集計する

システム「オピニオン Reader」について報告する。

本システムでは、意見を集計して点数化し、点数に

よるランキングを提示することにより、複数の評価

対象を比較できるように設計している。また、個々

の評価対象に関する総合的な意見のうち、ユーザが

関心を持った意見については、実際のブログ記事中

の意見文を閲覧することにより、詳細を知ることが

できるように設計している。 
以下では、本システムの概要、本システムを実現

するために利用した技術、評価結果について述べる。 
 

2. オピニオン Reader の概要 
本システムが提示する情報、ユーザインタフェー

ス、およびシステム構成について述べる。 
 
2.1. 提示する情報 

意見は個人の主観的な考えを表す表現であり、評

判、イメージ、感想、要望、主張など、その種類は

様々である。しかし、感想や要望などは人によって

異なるため、集計を行うことは難しい。そこで、本

システムでは、評判およびイメージの２種類を意見

として扱う。 

評判は、評価対象の構成要素（以下では評価項目

と呼ぶ）とそれに対する「好評」「不評」のいずれ

かを表す情報（以下では評価極性と呼ぶ）のペアか

らなる評価である。例えば、映画を例にとると、「ヒ

ロインが最高です。」という文は評価項目が「出演

者」で評価極性が「好評」であるような評判である。 
イメージは、評価対象に関する好評でも不評でも

ない印象である。評判は好評であればすべての人に

対して好ましいのに対し、イメージは人によって好

ましいかどうかが異なる。映画を例にとると、「恐

怖」を感じる映画を観たい人もいれば、観たくない

人もいる。よって、本システムでは評判とイメージ

を区別して扱う。 
評価対象に関する評判やイメージについて詳細

を知りたい場合には、ブログ筆者が記事中でどのよ

うに意見を述べているかを示す意見文リストを提

示する。 
 
2.2. ユーザインタフェース 
本システムは、評価対象ごとの総合意見表示、評

判ランキング表示、イメージランキング表示、評判

根拠意見文表示、イメージ根拠意見文表示の５つの

ユーザインタフェースを持つ。以下ではそれぞれの

ユーザインタフェースについて述べる。 
 
2.2.1. 評価対象ごとの総合意見表示 
評価対象ごとの総合意見表示では、集計結果データ

ベースから評価対象に関する評判およびイメージ

の集計結果を取得し、棒グラフ表示する。また、評

価対象全体について好評な評判を持つ意見文を検

索して表示する。画面の例を図 1 に示す。 
 
2.2.2. 評判ランキング表示 
評判ランキング表示では、集計結果データベース

から複数の評価対象に関する評判の集計結果を取

得し、それぞれの評価項目ごとにスコアの高い順に

ランキングして表示する。画面の例を図 2 に示す。 
 
2.2.3. イメージランキング表示 
イメージランキング表示では、集計結果データベ

ースから複数の評価対象に関するイメージの集計

結果を取得し、それぞれのイメージごとにスコアの

高い順にランキングして表示する。画面の例は図 2



と類似しているため省略する。 
 
2.2.4. 評判根拠意見文表示 
 評判根拠意見文表示では、評価対象に関する特定

の評判を持つ意見文を検索して表示する。画面の例

を図 3 に示す。 
 
2.2.5. イメージ根拠意見文表示 
 イメージ根拠意見文表示では、評価対象に関する

特定のイメージを持つ意見文を検索して表示する。

画面の例は図 3 と類似しているため省略する。 
 
2.3. システム構成 
 本システムは、インデクシング部、集計部、表示

部から構成される。以下ではそれぞれの処理部につ

いて述べる。システム構成図を図 4 に示す。 
 
2.3.1. インデクシング部 
インデクシング部では、ブログ記事を入力として、

記事中の意見文および意見文に含まれる評判・イメ

ージを抽出し、検索用のインデックスを作成する。 
ドメイン判定では、すべてのブログ記事を入力と

して、評価対象の属する分野（以下、ドメインと呼

ぶ）に関するブログ記事を出力する。詳細について

は 3.1 節で述べる。 
文分割では、ドメインに関する記事を入力として、

句点などの情報をもとに、記事を文単位に分割する。 
意見性判定では、記事中の各文を入力として、文

が意見文かどうかを判定し、意見文を出力する。詳

細については 3.2 節で述べる。 
意見分類では、意見文を入力として、辞書ベース

で意見をイメージや評判ごとに分類する。詳細につ

いては 3.3 節で述べる。 
最後に、インデクシングでは、意見文と意見分類

結果を意見インデックスに格納する。 
 

図 2: 評判ランキング画面 図 1: 評価項目ごとの総合意見表示画面 

図 3: 評判根拠意見文表示画面 

図 4: システム構成図 



2.3.2. 集計部 
集計部では、ドメインに属する各評価対象を入力

として、評価対象に関する意見文と意見分類結果を

検索し、評判・イメージそれぞれの分類結果を集計

果データベースに格納する。 

ジに分類した根拠となる意見

文

スコアは、

評価対象に関するすべてのイメージのうち、そのイ

割合をもとに算出する。 

本システムを実現するために利用したドメイン

見分類について述べる。 
 

ができるだけで

なく、評価対象と関係ない意見文が検索されてしま

とができる。 

そこで、意見文検索[2]
を

意見を表す文を検索する。 
意見 、前処理 b ページから 

 
ジ 

した結果を集計結
 

2.3.3. 表示部 
表示部では、集計結果データベースを参照して、

評価対象ごとの総合的な意見や各種ランキングを

表示する。また、評価対象をクエリとして意見文を

検索し、評判やイメー

を表示する。表示する画面については 2.2 節で述

べたとおりである。 
ランキングに必要なスコアの算出は、表示部で行

う。スコアの算出方法は、評判とイメージで異なる。

評判における各評価項目のスコアは、その評価項目

に分類された評判のうち、「好評」の評価極性に分

類された評判の占める割合をもとに算出する。ただ

し、全体の件数がある閾値よりも少ない場合には信

憑性に欠けるため、基準となるスコアから加点／減

点を行うことによりスコアを算出する。評判の総合

スコアは、すべての評価項目に分類された評判につ

いて同様の方法で算出する。各イメージの

メージの占める
 

3. 要素技術 

判定、意見文検索、意

3.1. ドメイン判定 
ドメイン判定では、すべてのブログ記事を入力と

して、bag of words を素性とした Support Vector 
Machine による 2 値分類を行ってブログ記事が評価

対象のドメインに関する内容であるかどうかを判

定し、ドメインに関するブログ記事を出力する。こ

のようなフィルタリングを行うことにより、インデ

ックスのサイズを小さくすること

う誤りを軽減するこ
 

3.2. 意見文検索 
評価対象に関する総合的な意見を正確に把握す

るためには、ブログ筆者個人の意見を分類・集計す

る必要がある。しかし、ブログ記事中にはブログ筆

者個人の意見だけではなく、他人の意見の引用や、

説明文中の主観情報などが含まれている。これらの

情報を排除し、ブログ筆者個人の意見に絞って分

類・集計を行う必要がある。

用いて、様々なクエリに対し、ブログ筆者個人の

文検索では として、We

形態素列 イメー

恐ろし 恐怖 

ゴージャ 派手 ス 

リアル リアル 

表 1: イメー  

性 

ジ辞書の例

形態素列 評価極

最高 好評 

ピカイチ 好評  

いまいち 不評 

表 2: 評価極  

 

性辞書の例

形態素列 評価項目

作品 全体 

ヒロイン 出演者 

エピソード ストーリー 

モチーフ テーマ  

ＢＧＭ 音楽 ビジュアル・

表 3: 評価項目辞書の例 

クローラによって収集されたそれぞれのブログ記

事を文単位に分割し、意見性判定[1]により、分割さ

れた各文が意見かどうかを判定して意見文を抽出

し、意見インデックスに格納しておく。意見性判定

では、文の記述の重点である述部での主観表現に着

目する。文末の形態素列中での意見手がかり表現や

意味カテゴリなどの有無を素性として Support 
Vector Machine により学習を行い、文を「意見文」

ま

として、クエ

リ

して

るため、意見文検索ではドメイン非依存で評価対

を検索することができる。 
 

存

の

たは「非意見文」のどちらかに分類することによ

り、文が意見であるかどうかを判定する。 
意見文の検索時には、クエリを入力

を含む意見文およびその文の前後に連続して出

現する意見文を検索して出力する。 
意見文検索で利用する意見手がかり表現は様々

なドメインの評価対象に関する記事から収集

い

象に関する意見文

3.3. 意見分類 
意見分類では、意見文を入力として、辞書ベース

で意見をイメージや評判ごとに分類する。意見分類

の辞書はドメインにより異なるため、ドメイン依

処理である。以下では映画ドメインを例として、

イメージ分類および評判分類について述べる。 
イメージ分類では、イメージ辞書を参照して意見

文をイメージに分類する。イメージ分類辞書は、形

態素列に対し、イメージが付与されたものである。

映画ドメインにおけるイメージ辞書の例を表1に示



す。意見文の中からイメージ辞書の各エントリにお

ける形態素列を探索し、形態素列が見つかった場合

にはそれに対応するイメージを取得し、分類結果と

する。例えば、「追いかけられるシーンが恐ろしか

った。」という文は形態素列「恐ろし」を含んでい

るため、「恐怖」に分類する。文が辞書中の複数の

形態素列を含んでいる場合は、複数のイメージに分

類

類する。評価極性辞書中

形態素列が否定表現を伴って出現した場合には、

反転させる。 
 

テムを用い

、総合ランキングの妥当性に関する評価および意

た。 
 

、人手によるランキング上位

10

以内

にほ の テ

合ラン ングは妥当であることが示された

                                                 

する。形態素列が否定表現を伴っている場合には、

分類を行わない。 
評判分類では、評価極性辞書および評判項目辞書

を参照して意見文を評判に分類する。評価極性辞書

は、形態素列に対し、評価極性が付与されたもので

ある。評価極性辞書の例を表 2 に示す。評判項目辞

書は、形態素列に対し、評価項目が付与されたもの

である。評価項目辞書の例を表 3 に示す。意見文の

中から評価極性辞書の各エントリにおける形態素

列を探索し、形態素列が見つかった場合にはそれに

対応する評価極性を取得する。評価極性が取得され

た場合には、さらに評価項目辞書の各エントリにお

ける形態素列を探索し、形態素列が見つかった場合

にはそれに対応する評価項目を取得して、評価項目

と評価極性の組を分類結果とする。例えば、「ヒロ

インがピカイチです。」という文は、評価項目が「出

演者」で評価極性が「好評」であるような評判に分

類する。文が辞書中の複数の形態素列を含んでいる

場合には、複数の評判に分

の

評価極性を

4. 評価 
本システムを映画ドメインに適用し、映画作品の

評判やイメージを知ることのできる「オピニオン

Reader for 映画」を構築した1。このシス

て

見分類の精度に関する評価を行っ

4.1. ランキングに関する評価 
映画のレビューが閲覧できるサービスの中には

レビューの投稿者が投稿時に採点を行い、その結果

を集計してランキングを表示しているものがある。

この人手による採点結果のランキングとの比較評

価を行った。本システムによる評判の総合ランキン

グの上位 5 位以内、10 位以内、15 位以内、20 位以

内のそれぞれについて

件の映画作品が含まれている数を調査した。その

結果を表 4 に示す。 
結果より、システムのランキング上位 20 件

ぼすべて 作品が含まれた。シス ムの評判総

キ 。 

 

5 位以内 10 位以内 15 位以内 20 位以内

2 5 6 9 

1 現在公開実験中。http://opinion.labs.goo.ne.jp/ 

 正解 不正解 正解率

イメージ 341 120 74.0% 
評判（好評 369 105 77.8% ）

評判（不評 79.1% ） 72 19 

4.2. 意見分類に関する評価 
次に、意見分類が正しく行われているかの評価を

行った。ブログ記事1日分の中から、ドメイン判定、

意見性判定、意見分類を行い、何らかの評判やイメ

ージに分類された文が正しく分類されているかど

うかを 1 人の評価者により評価した。意見と判定さ

れ

まれていた誤りは、

るも

・ 映画だと思っていました。 
 だからこの映画は素晴らしいと言いたいわけ

。 
 

ベ

洗い出しを行い、利便性の高い

ステムを目指すとともに、映画以外のドメインへ

指す。 
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表 4: ラ グ 評

する評価

た文の総数は 1923 文であった。結果を表 5 に示

す。 
結果より、分類結果の 3/4 程度は正しく分類され

ていることがわかる。最も多く含

複雑な否定表現に対応できていないことによ

のであった。以下に例を示す。 
もう少しよい

・

ではない

5. まとめ 
個人の主観的な考えを表す文を抽出する意見文

検索と意見を評判・イメージに分類する意見分類を

ースとして、ブログ記事中から意見を抽出・集計

するシステム「オピニオン Reader」を構築した。 

今後は、システム全体での使い勝手やタスクに基

づく評価と改善点の

シ

の展開を目
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